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１ 開  会 
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   正副委員長 → 各委員 → 当局 → 事務局 
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⑴ 委員会所管事項の事務概要について  

【都市整備部】 建設課、都市整備課 

 

⑵ 委員会の運営方針について 

委員会重点調査事項（案）  

 

⑶ その他 

委員会の席次について  

 

 

５ 閉  会 

 

1



【委　　員】 2022年11月18日現在

職　　　　　名

委  員 　長

副 委 員 長

委　　 　員

委　　 　員

委　　 　員

委　　 　員

委　　 　員

委　　 　員

【当　　局】

職　　　名 氏　名 職　　　名 氏　名

都市整備部長 澤田 秀夫 城崎振興局 地域振興課参事 橋本　郁夫

建設課長 冨森 靖彦 竹野振興局 地域振興課長 平尾　喜彦

都市整備課長 久田　　渉 日高振興局 地域振興課参事 上野　和則

出石振興局 地域振興課参事 川﨑　　隆

但東振興局 地域振興課参事 小川　一昭

8名

【議会事務局】

職　　　名 氏　名

議会事務局次長 坂本英津子

氏　　　　　　名

竹　中　　　理

小　森　弘　詞

岡　本　昭　治

須　山　泰　一

田　原　宏　二

前　田　敦　司

義　本　みどり

清　水　　　寛

交通網問題対策等調査特別委員会名簿

2



 

交通網問題対策等調査特別委員会設置要綱 

 

１ 設置の目的 

  豊岡市の基幹交通網の整備をはじめ、市民生活の利便性等を高めるための

公共交通機関の諸課題等について調査を行うため、地方自治法第109条及び豊

岡市議会委員会条例第５条の規定に基づき、特別委員会を設置する。 

 

２ 委員会の名称      

    交通網問題対策等調査特別委員会 

 

３ 委員の定数 

    ８名 

 

４ 付議事件 

 ⑴ 北近畿豊岡自動車道、山陰近畿自動車道（鳥取豊岡宮津自動車道）、但馬

空港及び鉄道に関する調査研究等 

⑵ 路線バス等地域公共交通に関する調査研究等 

 

５ 委員会の設置期間     

    調査完了の時期まで 

 

６ 調査の経費     

    議会費の中で議長の定める額 

 

７ その他           

    設置期間中、議会の閉会中も継続調査できるものとする。 

 

 

＜別紙１＞ 
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交通網問題対策等調査特別委員会重点調査事項（案） 

2022.11.18 

 

１ 高規格道路に関する事項 

○ 北近畿豊岡自動車道の事業推進に関すること 

○ 山陰近畿自動車道（鳥取豊岡宮津自動車道）の事業推進に関すること 

 

 

２ 但馬空港に関する事項 

○ 空港の利用促進並びに支援体制に関すること 

○ 東京直行便の実現に向けた事業推進に関すること 

 

 

３ 鉄道・路線バス等地域公共交通に関する事項 

○ 鉄道交通の維持・存続並びに利用促進に関すること 

○ 市内公共交通網の充実並びに利用促進に関すること 
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午前９時２２分開会 

○委員長（竹中  理） おはようございます。定刻

より大分早く、皆さんご協力を得まして、ありがと

うございます。 

 それでは、定刻になってませんけども、ただいま

から交通網問題対策等調査特別委員会を開会をい

たしたいと思います。 

 まず、１１月の１５日の臨時会で改選なりまして、

新たなメンバーで１年間させていただきます。委員

長させてもらいます、竹中理といいます。よろしく

お願いいたします。ちょっと座って失礼いたします。 

 交通網問題対策等調査特別委員会におきまして

は、市民生活の非常に大切なところでもありますし、

いろんな形でたくさんの課題というか、いっぱいあ

るんじゃないかなと自分では思っております。私も

去年、引き続きさせていただいてますけれども、ま

た、引き続き市民生活の向上のためにしっかりとこ

の１年間一緒にやっていきたいと思いますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、協議に入りますまでに、今回は役員改

選後、初めての委員会でありますので、ここで出席

者の皆さんに自己紹介をしていただきたいと思い

ます。 

 先ほど言いました、委員長の竹中理です。よろし

くお願いします。 

 まず、委員からですが、この後、副委員長、それ

から委員の順番で自己紹介します。 

 次に、都市整備部、建設課、都市整備課、各振興

局地域振興課の順でお願いします。 

 最後に、事務局、お願いをいたします。 

 私やりましたので。 

○委員（小森 弘詞） おはようございます。副委員

長を務めさせていただきます、小森弘詞と申します。

よろしくお願いいたします。 

 前回まで広報特別委員会におりまして、議員だけ

の小ぢんまりとした委員会でして、このように対面

で当局の皆さんが圧力をかけてくる場面、私、初め

てでございますので、負けずに勉強したいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員（岡本 昭治） おはようございます。岡本昭

治といいます。１年間、また、よろしくお願いいた

します。 

○委員（前田 敦司） おはようございます。前田敦

司といいます。私も小森副委員長と同じく、広報広

聴からやってまいりました。いろいろと勉強させて

いただきながら、思いも伝えさせていただけたらと

思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

○委員（須山 泰一） おはようございます。須山泰

一です。私も広報広聴からですけども、バスも鉄道

も非常に関心ありますんで、どうぞよろしくお願い

いたします。 

○委員（清水  寛） おはようございます。委員の

清水寛です。広報、あっ、広報ではございません。

交通網初めてですので、どうぞよろしくお願いしま

す。 

○委員（田原 宏二） おはようございます。田原宏

二です。よろしくお願いします。私も広報広聴から

来ました。よろしくお願いします。本当にいろいろ

と勉強させていただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

○委員（義本みどり） おはようございます。義本み

どりと申します。私も広報広聴から参りました。交

通網のこと、大切なことだと思うんですが、なかな

か分からないことが多いので、しっかり勉強してま

いりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長（竹中  理） それでは、はい。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） おはようございます。

都市整備部長の澤田です。また、よろしくお願いい

たします。 

○建設課長（冨森 靖彦） おはようございます。建

設課長の冨森です。よろしくお願いいたします。 

○都市整備課長（久田  渉） おはようございます。

都市整備課長の久田といいます。よろしくお願いい

たします。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） おはよ

うございます。城崎振興局地域振興課参事の橋本で

す。よろしくお願いします。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） おはよう
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ございます。竹野振興局地域振興課長の平尾です。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○日高振興局地域振興課参事（上野 和則） おはよ

うございます。日高振興局地域振興課参事の上野で

す。どうぞよろしくお願いします。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） おはよ

うございます。出石振興局地域振興課参事の川﨑で

す。よろしくお願いします。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） おはよ

うございます。但東振興局地域振興課参事の小川で

す。よろしくお願いいたします。 

○委員長（竹中  理） ごめんなさい、事務局だ。 

○事務局次長（坂本英津子） 事務局の坂本です。よ

ろしくお願いします。 

○委員長（竹中  理） 失礼いたしました。 

 それでは、このメンバーでよろしくお願いします。

先ほどもありましたけど、新人のメンバーが多いで

すので、また、丁寧によろしくお願いしたいと思い

ます。 

 それでは、協議に入ります前に、ご連絡をさせて

いただきます。 

 委員会中の発言につきましては、必ず委員長の指

名を受けてからマイクを使用して、発言の最初に課

名と名字をお願いをいたします。 

 それでは、協議事項に入ります。 

 まず、（１）委員会所管事項の事務概要について

を議題といたします。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、交通網問題対策等調査特別委員会２０２２．

１１．１８の中に配信をしておりますので、資料を

ご覧ください。 

 それでは、建設課、都市整備課の順で説明をお願

いいたします。 

 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） それでは、建設課からは、

２件の事務概要についてご説明させていただきま

す。北近畿豊岡自動車道、それから山陰近畿自動車

道ということで、それぞれ国、県の事業になります

が、市として事業促進するという立場で取り組んで

おりますので、ご報告させていただきます。 

 まず、５ページをお開きください。北近畿豊岡自

動車道の事業促進です。 

 現況と課題ですが、この北近畿豊岡自動車道は、

春日から豊岡まで全体延長で約７３キロの道路で

す。遠阪トンネルを含めました約６６キロが現在供

用されております。春日から但馬空港インターチェ

ンジまで、この間が現在供用されているということ

になっております。最近ですが、２０２０年度には

豊岡道路Ⅱ期ということで、（仮称）豊岡インター

チェンジから（仮称）豊岡北ジャンクションインタ

ーチェンジまでの間が事業化されましたというこ

とで、全線事業化となっております。現在は豊岡道

路、それから豊岡道路Ⅱ期が事業化をしているとい

うような状況です。 

 基本方針ですが、今後も全線開通に向けた但馬の

熱い思いというのを強く訴えるということで、今年

度も行いましたが、早期実現の促進大会であったり、

また、国、県、それから与党政党などに要望活動も

行っております。さらに、豊岡道路及び豊岡道路Ⅱ

期の早期完成に向けた事業推進を図るために、国、

県、関係機関との連携を一層強化し、地元調整、そ

れから用地取得の推進に鋭意取り組んでいくこと

としております。 

 概要及び進捗状況です。 

 まず、豊岡道路です。但馬空港インターチェンジ

から（仮称）豊岡インターチェンジまでの２キロの

区間ですが、この区間につきましては、既に国のほ

うから、２０２４年の秋に開通予定ですということ

で発表をされております。今年度につきましては、

予算規模でいいますと２１億円の予算がついてお

りまして、改良工事であったり、トンネルは２基あ

りますが、そのトンネル内の舗装工事であったり掘

削、それから、橋梁も６橋ありますが、既に１つの

橋梁は完成しておりますが、残りの５橋につきまし

て、橋梁の桁の工事であったり、下部工、橋台、橋

脚等の工事を鋭意進められておるところです。 

 続きまして、２番目の豊岡道路Ⅱ期です。（仮称）

豊岡インターチェンジから（仮称）豊岡北ジャンク
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ションインターチェンジまでの５．１キロの区間で

す。これは、先ほども申しましたように、２０２２

年度に事業化が行われまして、今年度、２０２２年

度には予算規模で２億５，０００万円の予算がつい

ておりまして、土質調査、それから予備設計という

ことで橋梁の予備設計、それから用地測量等を鋭意

進めていただいております。 

 ３番目ですが、早期実現促進大会、今年度につき

ましては、８月６日の土曜日に開催をさせていただ

きました。但馬３市２町で４００人規模で、豊岡の

市民会館で開催をしております。本来でしたら、コ

ロナ前は１，０００人規模の大会ということでさせ

ていただいておりますが、これはコロナになってか

らは感染症対策ということで、規模を縮小している

というような状況です。 

 続きまして、６ページをお開きください。４番目

の要望活動ですが、１０月の１３日から１４日にか

けて、要望活動をしております。要望先につきまし

ては、国土交通省の近畿地方整備局、それから国土

交通省の本省、財務省、自由民主党のほうに行って

おります。その際には、国のほうからも北近畿豊岡

自動車道の早期完成を目指していきますというこ

との、そういうふうな力強いお言葉もいただいてお

ります。 

 最後、５番のその他ですが、現在、日高町山本地

内でのり面の崩壊箇所があります。本線上ですが、

車線規制等はされておりませんが、ちょうど譲り車

線が今使えないような状況になっております。それ

につきましては、現在、本体の対策工事を実施中で、

工期につきましては、来年の３月末ということでお

聞きをしております。 

 続きまして、７ページをお開きください。山陰近

畿自動車道の事業促進です。 

 こちらにつきましては、兵庫県の事業となってお

ります。こちらの道路は鳥取と豊岡と宮津をつなぐ

幹線道路、高規格道路となっております。全長は約

１２０キロということになっておりますが、兵庫県

内の延長は約５１キロということになっておりま

す。既に香住道路、それから東浜居組道路、余部道

路、それから浜坂道路が開通しておりまして、県内

延長の約５１キロ中、２３キロが供用されておりま

す。 

 豊岡市内では、昨年度に竹野道路、（仮称）竹野

インターチェンジから（仮称）豊岡北ジャンクショ

ンインターチェンジ、ちょうど北近畿豊岡自動車道

の起点になりますが、そこに向かう区間について事

業化になっておりまして、測量調査、設計が現在進

められております。 

 また、今年度には城崎道路、これは北近畿豊岡自

動車道の（仮称）豊岡北ジャンクションインターチ

ェンジから城崎の（仮称）城崎温泉インターチェン

ジまでの間、これについても、国のほうで直轄によ

る権限代行実施の検討を行うための調査に着手す

るということが発表をされております。この道路も

鳥取県の東部地域、それから京都府の北部地域、そ

れから兵庫県の但馬地域を結ぶ道路ですので、早期

の整備が課題となっております。 

 基本方針といたしましては、こちらも北近畿豊岡

自動車道と同様に、早期の全線開通ということで、

この熱い思いを訴えるために、早期実現促進大会、

これは北近畿豊岡自動車道と同時に開催をさせて

いただいておりますし、要望活動につきましても、

先ほどの北近畿豊岡自動車道と同様に、国、県、そ

れから政権与党等に要望をさせていただいており

ます。 

 概要及び進捗状況です。 

 まず、１番目の浜坂道路Ⅱ期、これは新温泉町で

の工事になりますが、こちらにつきましては、現在、

トンネル、それから橋梁の上下部工事が鋭意進めら

れております。 

 それから、２番目の竹野道路ですが、先ほど申し

ましたように、（仮称）竹野インターチェンジから

（仮称）豊岡北ジャンクションインターチェンジま

での４．９キロ、こちらにつきましては、今年度は

８，９００万円の予算がついておりまして、地質調

査、それから道路詳細設計、橋梁予備設計も行われ

ております。また、地元のほうへの説明ですが、豊

岡の旧豊岡市内の江野、岩熊、伊賀谷、新堂、そち
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らには、役員さんにはもう既に説明に入られており

ます。 

 それから、次の３番の城崎道路ですが、（仮称）

豊岡北ジャンクションインターチェンジから（仮

称）城崎温泉インターチェンジまでの間、こちらに

つきましては、今年の２月に都市計画決定をいたし

まして、今年度は、先ほども申しましたように、国

のほうで地質調査等をしていただいております。先

ほど申しました権限代行っていうの、本来、県が事

業をすべき路線ではありますが、技術的な課題、高

度な課題があります、地滑りの要因のあるような地

層があったり、また、円山川を渡る橋梁を架ける必

要がありますが、河川内に厚い軟弱地盤があったり、

また、コウノトリの飛翔空間であったり、ラムサー

ル条約、湿地等の自然環境への配慮等、様々な技術

的課題がありますので、県のほうから国に対して、

県に成り代わって事業をしていただきたいという

ことも要望をされております。国のほうにつきまし

ては、その方向で進めるべく、現在、様々な調査を

していただいておるというふうに理解をさせてい

ただいております。この権限代行による国の事業が

実現いたしますと、県のほうでは竹野道路を整備、

それから、国のほうで同時に城崎道路の整備という

ことが実現いたしますので、結果的に全線の早期完

成につながるのではないかというふうに期待をし

ております。 

 それから、４番目の佐津インターチェンジから京

都府県境ということで、こちらにつきましては、先

ほどの竹野道路、城崎道路とダブりますが、２０１

６年の１２月にルート帯というのが決定されまし

たということで、書かせていただいております。 

 次に、８ページをお開きいただきたいと思います。 

 すみません、失礼いたしました。先ほどのルート

帯につきましては、２０１９年の２月に兵庫県によ

ってルート帯が決定されておりますということで、

ちょっと修正をさせていただきます。 

 それから、５番目の早期実現促進大会につきまし

ては、先ほどの北近畿豊岡自動車道と同時開催とい

うことでさせていただいております。 

 また、６番の要望活動につきましても、北近畿豊

岡自動車道と同時に要望させていただいておりま

して、こちらにつきましても、国のほうからは権限

代行に向けた手続も進めておりますというような

こともお言葉をいただいております。 

 ７番のその他ですが、山陰近畿自動車道整備推進

決起大会、これ毎年、東京のほうで開催されており

ますが、こちらにつきましては、今年度も開催予定

で、現在、日程調整中というふうに聞いております。 

 それから、最後ですが、先行の地籍調査状況とい

うことで書かせていただいております。地籍調査は

豊岡市のほうでさせていただいておりますが、竹野

道路につきましては、２０２１年度から江野、竹野

町の林、竹野町坊岡の地籍調査を実施しております。

２０２２年度には立会いが完了して、２０２３年度

には閲覧ということの予定となっておりますし、城

崎道路につきましても、今年度から森津と滝の地籍

調査を実施し、来年度以降につきましては、赤石、

城崎町飯谷、城崎町上山の地籍調査を実施予定とい

うことになっております。事業の推進ということで

地籍調査も市のほうで先行して、遅れることのない

ように取り組んでいくということで現在進めてい

るところです。 

 それから、次に、９ページをお開きください。９

ページには北近畿豊岡自動車道と山陰近畿自動車

道の早期整備要望ということで、図面と要望内容を

書かせていただいております。図面には現在の整備

状況であったり事業中の区間ということで表示さ

せていただいておりますし、要望内容につきまして

は、北近畿豊岡自動車道、それから山陰近畿自動車

道、それぞれそこに書いてあるような要望内容につ

いて、国、県、それから政権与党等に要望をさせて

いただいております。 

 建設課からは以上です。 

○委員長（竹中  理） それでは、続きまして、都

市整備課、久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 都市整備課からは３

件の事務概要の説明をさせていただきます。１０ペ

ージをご覧ください。 
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 空港の利用促進と利便性の向上についてです。 

 現況と課題、それから基本方針についてですが、

コウノトリ但馬空港は１９９４年の開港以来、豊岡

市をはじめ、但馬地域の活性化に大きく寄与してお

ります。昨年の２０２１年度の利用につきましては、

前年度と比較し、回復傾向にはあるものの、新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響が引き続き継続し

ており、対前年度比５，３９８人増の２万１，０４

６人の結果でありました。今年度もコロナ禍の状況

で、大きく利用に影響を及ぼすこととなりますが、

引き続き可能な範囲での利用拡大を図りつつ、但馬

と首都圏を結ぶ東京直行便の開設に向けた取組や

但馬－伊丹線の年間目標利用率７０％とするプロ

ジェクト、ターゲット７０を継続して、積極的に取

り組むこととしております。 

 それから次に、概要と進捗状況についてです。現

在の進捗状況について説明をさせていただきます。 

 まず、大項目の１つ目の運賃助成や小学生社会見

学支援による利用促進につきましては、５つ、項目

があります。それぞれ、航空運賃助成事業、小学生

飛行機体験搭乗事業、新成人の記念事業、それから

小学校の社会見学事業など、利用促進事業を実施し

ております。１０月末現在の利用者、人数等は記載

のとおりでございます。 

 それから、２つ目は、関係機関、団体と連携した

東京直行便開設へ向けた取組の実施として、記載し

てます、７月１４日には日本エアコミューター株式

会社様、それから７月１５日には日本航空株式会社

様へ、今回３年ぶりに要望活動、実施をしておりま

す。 

 それから、４つ目のその他の項目ですが、コウノ

トリ但馬空港のあり方懇話会の中間報告の公表と

いうことで上げさせてもらっています。これは県が

２０２０年度に設置した懇話会で、将来に向けた空

港の在り方を明確にした上で、早急に取り組む施策

の検討が当初の目的でありましたが、コロナ感染症

の社会経済活動への影響が長期化する中、在り方検

討に重要な空港の将来の需要予測値を算定するこ

とが困難になりましたので、今後の継続検討に備え

まして、これまでの検討内容を一旦総括して、中間

報告として５月３０日に県が公表したものです。 

 空港については以上です。 

 それから、引き続きまして、１１ページ、ご覧く

ださい。バス交通の充実と利用促進についてです。 

 まず、現況と課題、それから基本方針についてで

す。地域公共交通の基盤であるバス交通について、

今年度も継続して、国、県と協調し、運行に係る経

費の補助を行い、主要バス路線の維持確保に努めて

おります。また、路線代替交通として運行してます

市営バスイナカーについては、８路線で継続運行を

行ってまいりましたが、このうちの２路線に当たる

竹野南地域につきましては、この１０月より予約制

の乗合タクシーを活用した新交通モードへ転換す

るべく、現在実証実験を行っておるところです。地

域主体交通のチクタクにつきましても、今年度も引

き続きまして、出石、但東の４つの地域で継続運行

しております。今後は地域の実情に応じた新たな交

通モードの検討を進め、公共交通の基盤であるバス

交通の維持推進を図ることとしております。 

 引き続きまして、概要及び進捗状況です。 

 まず、大項目１つ目の主要バス路線の維持等につ

きましては、地方バス等公共交通維持確保対策費補

助事業、いわゆる路線バスの補助金の話です。それ

と、国県市協調路線の車両購入に対する補助金を２

つ合わせ、全但バスに交付をしております。 

 それから、２つ目の大項目２の地域の実情に応じ

た新たな交通モードの検討につきましては２つあ

りまして、まず、アのほうです。竹野南地区の新交

通モードの実証試験につきましては、先ほどどおり、

この１０月から来年の３月に向けて、ここに記載し

ておりますとおりの内容で現在実施をしておりま

す。 

 それから、次に、イの日高地域での福祉モビリテ

ィーの進捗状況についてですが、当初の参画を予定

していた６事業者に対しまして、現在、１事業者が

参画をしております。といったことから、今回ちょ

っと新たな取組、追加としまして、タクシー事業者

にも参入を依頼し、実験に着手するところでござい
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ます。実証実験の詳細内容は記載のとおりでござい

ます。 

 それから、大項目３つ目の市街地循環バスコバス、

それから市営バス「イナカー」、それから地域主体

交通チクタクの適切な運行及び運行支援について

ですが、アのほうは記載のとおりでございます。

南・北ルートと朝夕の通勤時を充実させるといった

エクスプレス便というものを追加で運行しており

ます。次のイのイナカーにつきましては、先ほど言

いましたように、今現在６路線、２路線が減りまし

て、６路線で運行しております。最後のウのチクタ

クにつきましても、先ほど同様、今現在、市内出石

と但東で、４地域で運行しておる状況でございます。 

 それから、大項目の４つ目、運行事業者、地域と

協働したモビリティー・マネジメント及び利用者確

保に向けたイベントの実施については３つ上げて

おります。 

 まず、アにつきましては、特に日高地域におきま

しては、２００円バスの終了や福祉の送迎車の活用

といったことなど、地域における公共交通の取り巻

く環境が変化する中、将来を見据え、地域の実情に

沿った、持続可能な地域交通の在り方について、地

域の皆様とともに考える機会としまして、本勉強会

を今年の６月以降、４回程度開催をいたしました。 

 続きまして、イにつきましては、今回のＪＲ西日

本の発表を受けまして、市役所では職員の市内移動

や管内移動への出張時に公共交通を利用するとい

った新たな取組を今年の６月より実施をしており

ます。記載どおり、利用回数も１６２回といったよ

うなこととなっております。 

 それから、ウにつきましては、豊岡ノーマイカー

デーにつきまして、さらなる取組の強化に向けて、

今年の５月からは第２水曜日に第４金曜日を加え

まして、月２回に拡充し、実証実験として実施して

おり、実施の実績としましても、月２回になったと

いうことで、約２倍な結果が出ております。 

 それから、バスの関係は以上です。 

 それから、３つ目、１３ページをご覧ください。

こちらについては、鉄道交通の利用促進についてで

す。 

 まず、現況と課題、基本方針についてですが、通

勤、通学等生活交通に加え、広域的な移動手段であ

る鉄道交通は重要な交通基盤であると考えており

ます。鉄道についても、自家用車の普及や沿線人口

の減少等に加え、新型コロナウイルス感染症の影響

により、利用者は大幅に減少し、極めて厳しい状況

にございます。 

 その中で、西日本旅客鉄道、いわゆるＪＲでは、

定期のダイヤ改正に加え、コロナ禍による需要に応

じた大幅なダイヤ改正を行うなど、改善に尽力され

ています。しかしながら、今後、輸送密度が低い、

非効率区間の見直しが行われる可能性があり、注視

していく必要があると考えております。 

 また、京都丹後鉄道、ＫＴＲでは、維持活性化を

推進するため、２０１５年、平成２７年４月より、

運行管理部門と資産管理部門を分けて経営する、い

わゆる上下分離方式が導入され、沿線府県市町が連

携し、引き続き利用者の利便性向上対策と運行事業

者への支援を行うものでございます。 

 概要と進捗状況についてですが、まず、大項目１

つ目の利便性向上のための機運醸成と要望活動に

つきましては、５つ上げてございます。 

 １つ目は、山陰本線、播但線の運行ダイヤ検討会

議の開催につきましては、７月の２７日、山陰本線

など、来年春に向けたダイヤ改正の事前説明会がＪ

Ｒ西日本より開催をされております。 

 それから、２つ目のＪＲ西日本株式会社福知山支

社への要望会の実施につきましては、８月２９日に、

ここに記載をしております関係４団体で合同の要

望活動を行っております。 

 ３つ目と４つ目の項目につきましては、記載のと

おりでございます。 

 それから最後、５つ目、ＪＲ西日本の経営改善に

伴う路線見直し方針につきましては、今年の２月と

４月にＪＲ西日本による輸送密度、それから経営状

況等の報道以降、対する対応状況を記載させてもら

っています。 

 まず、アとしましては、ＪＲローカル線の維持存
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続及び利便性向上に係る要望としまして、今回のＪ

Ｒ西日本の発表を受けまして、５月３１日には緊急

的に３市２町と神河町さん、合わせまして６市町で

国土交通省の鉄道局に要望を行ってまいりました。

以下、７月２１日からの以降につきましては、毎年

行っている通常の但馬自治会等による要望内容を

記載しております。 

 それから、次のイです。ＪＲローカル線の維持・

利用促進検討協議会につきましては、同じく、ＪＲ

西日本のこの発表を受けまして、兵庫県が県全体と

して緊急的に本協議会を立ち上げ、６月２４日には

第１回の検討会議が開催をされております。 

 それから、ウのＪＲ山陰本線維持・利用促進ワー

キングチーム、こちらにつきましては、前段の協議

会を対象路線ごとに細分化をしまして、豊岡としま

しては、山陰本線に特化したワーキングチームとい

うことで、記載のとおり、８月の１０日と１０月の

５日に協議会を２回開催しております。 

 それから、次の大きい項目２つ目の京都丹後鉄道

に対する支援につきましては、２点上げております。 

 １つ目の京都丹後鉄道利用促進協議会による利

用促進につきましては、例年のとおりで、記載のと

おりでございます。 

 それから２つ目、施設整備、運営支援等への補助

としましては、この鉄道内の電路、踏切の関係です、

電路、線路、車両改良に伴う設備等整備補助や安

全・安心な運行管理に関する経費を補助金として、

北近畿タンゴ鉄道に交付しているもので、補助金名

や金額等、アからウに記載をしておりますとおりで

ございます。 

 都市整備課からは以上です。 

○委員長（竹中  理） 説明は終わりました。 

 質疑、意見等がありましたらよろしくお願いしま

す。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） １点、都市整備課のほうに質

問なんですけども、ノーマイカーデーを実施されて、

今、月に２回ということではあるんですけども、や

はり今、公共交通っていう部分でいえば、もっと使

ってくださいねというよりも、例えば市のほうの会

議をする場合とか、そういう部分でも公共交通の時

間帯に合わせた会議の設定とかを市のほうでも率

先してしてもらうとか、そういう働きかけがあって

もいいのかなと思いますし、我々議員のほうでも、

例えば今議会、第２水曜っていうのは一般質問の日

ではあるんですけども、そういうところにできれば

公共交通をっていうような声かけがあってもいい

のかなとも思ったりもするんですけども、そういう

取組に関して、一歩進めていくというようなところ

では、何かお考えあるんでしょうか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 委員言われましたよ

うに、今、うちのほうも本庁と支所の間の会議のと

きはできるだけ時間を合わせるように、例えば１時

とか１時半っていうことじゃなくて、２時１５分と

か、合った時間にできるだけ設定するように心がけ

てますし、職員の研修なんかのときはかなりの人数

が本庁の会議室なんかにも来ますんで、そういった

ところにもちょっと時間を合わせて、臨機応変にと

いうことの対応を心がけているところです。以上で

す。 

○委員長（竹中  理） 清水委員。 

○委員（清水  寛） ぜひぜひその辺はしっかりと

していただきたいなと思うのと、あともう１点、や

はり一ユーザーとして職員が公共交通を利用する

わけですから、ほかの方に聞くよりもよほどアンケ

ートとか、そういう情報を得やすいのかなと思うん

ですけども、そういったことで公共交通、毎月とは

言わないんですけども、そういうことを今までされ

たことがあるのかどうか、もしくはそういうことで

意見を聞いて、今後生かしていくというようなこと

をしたらどうかなと思うんですが、その点について

いかがお考えでしょうか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） そういったアンケー

トとか取っとる事例は今のところございません。 

 今、ちょっと即答はできませんけど、できたら検

討するようなことは考えていきたいと思います。以
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上です。 

○委員長（竹中  理） いいですか。 

○委員（清水  寛） はい。 

○委員長（竹中  理） ほかにありませんか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） まず、２点、すみません。北

近畿豊岡自動車道の豊岡インターチェンジの名称

を出石方面のを入れてほしいというご要望が上が

ってるとは思いますけども、それの検討状況という

のはどんな状況でしょうか。 

○委員長（竹中  理） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） （仮称）豊岡インターチ

ェンジの名称につきましては、手続的にいいますと、

国のほうから関係自治体、豊岡市になりますが、こ

ういう名称でどうですかという意見照会が来ます。

まだ、それは正式には来ていないんですが、それを

受けて、市のほうでこういう案にしてくださいとい

うことを出した後に、名称検討委員会というのがあ

るんですが、それは国の豊岡河川国道事務所、それ

から豊岡土木事務所、それから豊岡市、養父市、朝

来市、それぞれの長が集まって委員会でどういうふ

うなものにしようかというのを決定されて、その後、

道路標識適正化委員会ということで承認、決定とい

う流れになるんですが、現段階ではまだ正式な意見

照会は来ておりませんが、いつ、意見照会が来ても

対応できるように、豊岡市案を検討すべく、動きは

しております。 

 具体的には豊岡インターチェンジですので、豊岡

の区長会であったり、観光関係の団体、それから出

石も区長会であったり、観光関係の団体等にいろい

ろとご意見をいただく中で、現段階では出石という

名称も入れるような方向で検討しておるところで

す。 

○委員長（竹中  理） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 今お聞きしてる中で、検討委

員会のメンバーも身近なところの方々も入ってお

られるということなんで、確率的には高いかなとい

うふうにちょっと思ってる、これは感想でいいです。 

 すみません、もう一つ、引き続いて、山陰近畿自

動車道の兵庫県側というのは今説明いただいたと

おりの計画で進んでいると思うんですけど、ちょっ

と京都側が見えないもんですね。もしも京都側の状

況がここで分かれば、教えていただきたいなと。 

○委員長（竹中  理） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 今、京都府側につきまし

ては、宮津天橋立インターチェンジのほうから西向

きに来まして、大宮町の京丹後大宮インターチェン

ジまでは既にできておりますが、そこから先、西向

きの大宮峰山道路というのがあるんですが、それは

５キロの区間ですが、こちらは国のほうで、京都府

に成り代わって事業をされております。２０１９年

度の１２月に起工式が実施されまして、現在、工事

は進めていただいております。２０２３年度より本

格的に工事がどんどん進められるというふうに聞

いておりますし、その先、そこからまた西向きにつ

きましては、一部、都市計画決定済みということに

なってますが、まだ、事業化ということにはなって

おりません。今言いました都市計画決定済みという

のが、先ほどの大宮峰山道路の西側から網野までの

間が都市計画決定済みで、そこから西向き、網野か

ら兵庫県との境、こちらについても、まだルート帯

を、京都府のほうでルートの幅とかっていうのを検

討されているというような、そのぐらいの状況とい

うことで聞いております。 

○委員（岡本 昭治） ありがとうございました。 

○委員長（竹中  理） いいですか。 

○委員（岡本 昭治） まず、２つだけで。 

○委員長（竹中  理） じゃあ、前田委員。 

○委員（前田 敦司） 私のほうから、日高地域での

福祉モビリティーの件をちょっとお伺いできれば

と思います。 

 先ほどのご説明では、事業者を６事業者を募集さ

れているけども、１事業者しかおられないというこ

とでなかなか進まないというふうに聞こえたんで

すけれども、多分その１事業者の方だと思うんです

が、私も実は相談を受けてまして、今は某企業の方

も力を入れていただいて、推進協議会といいますか、

推進機構が出来上がってると。ただ、行政の中で、
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何でしょう、都市整備部なのか福祉関係の部署なの

かということで、部署が分かれてしまって、なかな

か事業が進まないというところで、そういったこと

があるので、その民間企業の方も、これじゃあ、ち

ょっと、なかなか進まないんだったら手を引かざる

を得ないんですけどっていうふうなぐらいの状況

になっていて、何かこれは危ないんじゃないかなと

いうふうに聞こえているんですけども、その辺りは

どういうふうにお考えでしょうか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 今、委員言われたよ

うなことは、今、私のほうには入ってきてないんで

すけども、逆に、今、６事業者のうち１事業者で、

そのほかの事業者さん、特に社協さん等につきまし

ては、事前から相談してまして、そのときには当た

りがよくて乗ってくれるというような情報も入っ

てきてました。実際、この６月補正で事業、補正組

みましたもので、それ以降、協議を進めておる中で、

やはり社協さんのほうとしましては、朝夕の送迎は、

そのとき職員さんは出ます。今言ってるモビリティ

ーは、どちらかというと日中の空いた合間を使って

なんですけども、実際、社協さんのほう、職員さん

が日中も施設に戻られて、お風呂入れたり仕事があ

るんで、実際取り組んでもらえるかっていう決断の

段階になった時点で、ちょっと足踏みをされてると

いったような情報は入ってます。なので、福祉のほ

うが共同して、そちらが複合的に難しいっていうよ

うなことは聞いてはおりません。以上です。 

○委員長（竹中  理） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 分かりました。ありがとうご

ざいます。何でしょう、事業自体は空車というか、

送迎の際に、回送のときに人を乗せてっていうとこ

ろを有効に使えればいいのかなというふうには聞

こえているんですけども、引き続き、そうしました

ら協力いただけるところを探していただきながら

推進していただけたらと思います。 

 以上です。ありがとうございます。 

○委員長（竹中  理） ほかにありませんか。 

 田原委員。 

○委員（田原 宏二） １１ページ、１２ページなん

ですけども、１１ページのほうで、イナカーについ

て、８路線中２路線が新たな交通モードの転換とい

うことで書いてあります。１２ページにイナカーが

６路線で運行ということで、２路線がイナカーがな

くなったのかなと思うんですけども、この２路線は

どこどこになりますか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 竹野南の三原線と床

瀬線、竹野南っていう中の床瀬と三原線ということ

になります。以上です。 

○委員長（竹中  理） 田原委員。 

○委員（田原 宏二） そうしますと、この三原と床

瀬なんですけども、イナカーがなくなったことで新

たな、今、実証実験中ということでございますが、

なくなったことでの不具合というか、住民からのご

意見とかは聞いとられますか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） １０月から始めまし

て、今、１か月たったところですけども、特に地元

から不便だということは聞いてないんですけども、

利用状況につきましては、１０月の１か月間で、土

日と祝日はもともと運行しないんです。週の月曜日

から金曜日の間で、１０月で可能な日が２０日あっ

たんですが、そのうち１２日、６割、予約が入って

まして、延べ５６人の方が利用されてるということ

なので、結果だけ見ればそこそこ乗られてるんかな

と、感じています。その中で繰り返し乗られている

方は、５人でその他の方は、１６人で、合計で５６

名です。以上です。 

○委員長（竹中  理） 田原委員。 

○委員（田原 宏二） 利用者の中には病院通いでど

うしても豊岡に来なければならないというような

方もあったりするかと思うんですが、そういった本

当に、弱者という言葉はあまり使いたくないんです

が、そういう方々の声はしっかりと聞いていただき

たいなと思います。以上です。 

○委員長（竹中  理） いいですか、意見じゃなく

て、はい。 
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 ほかにありますか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 僕も日高のモビリティーのこ

とと竹野のイナカーの後のこと、ここ、関心があり

ました。 

 まず、竹野のほうですけども、初乗り２００円、

最大５００円、以前、どっかで説明聞いたときは、

バス以上タクシー未満ということで、料金がもっと

高くなるという、僕は印象でした。それで、自宅前

まで迎えに来てくれて、豊岡まで直行もできるよう

な説明も聞いたことがあったと思います。今、そこ

ら辺は、予約制ということですね。例えばバス停が

途中にあるのかどうかとか、それから、この車両と

か運転手さんはどうされてるのか、その辺りどうで

しょうか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） まず、委員言われて

ました料金の話ですけども、初乗り２００円、５０

０円っていいますのは、今、イナカーが１００円と

４００円、マックスが４００円になってますんで、

これはうちのほうで考えさせていただいて、１００

円程度、上乗せさせてもらうということで、２００

円と５００円っていう設定にしております。 

 それから、バス停、予約は電話で予約をしまして、

家まで来てもらって、この一覧があるんですけども、

具体には何々さん宅前とか、具体には本当のそれぞ

れのお宅の前まで行くっていう、細かく今やらせて

もらってます。なんで、どこどこのバス、できるだ

け家でそのまま乗っていただけるようなことを前

提で考えてます。以上です。 

 それから、運転手、事業者さんの関係ですけども、

ここの地区につきましては、先ほど言ってました、

１０月から今の実証実験に移ってます。４月以降は

ずっと国府のメルティバスさんに委託をしており

ます。従いまして、１０月からの実証実験につきま

しても、引き続きメルティさんのほうに契約をしま

して、豊岡市の車両を貸し出して、運行をしてもら

っているような状況でございます。以上です。 

○委員長（竹中  理） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そうしたら、何でしょう、タ

クシーに近くなるっていうより、イナカーを少し変

えてるというような印象を受けました。料金ですと

か、これ、路線も床瀬、森本、三原を行くというこ

とは、森本まで出てくるって感じですかね。そこか

ら、また乗り換えてっていう感じですかね。 

 それから、車両もメルティバスということなんで、

イナカーをちょっと変えたっていう印象を受けた

んですけど、それでいいんでしょうか。 

 それで、どこでもバス停までが遠いっていう話が

ようあるんで、家の前まで迎え来てくれるだったら、

料金がちょっと高くなってもええなって声もよう

聞くんで、家の前まで来てくれるいうのはありがた

いんですけど、それは一応バス停ということになる

んですか。（「乗車場所」と呼ぶ者あり） 

 乗車場所、バス停ではないんですか。バス停とい

うのはない。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） すみません、バス停

もございますし、例えば何々さんの前とか、三原エ

リアへ行きましたら三原バス停、それから二ツ家、

前のイナカーのバス停はそのまま設置しつつ、個人

のお宅のところも追加してるということでござい

ます。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。 

 引き続いて。 

○委員長（竹中  理） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そうしたら、どこも乗る人が

減ってると思うんで、竹野だけの問題じゃないと思

うんで、どういうやり方がええんか、難しいとこで

すけど、大変だと思いますけど、今後も、実証中な

んで、今、実証運行なんで、試しながらよりよい形

をやっぱりつくっていってほしいと思うんですけ

ど。もう一つ、そうしたら、日高の福祉モビリティ

ーのほうですけど、名称は言ってええんかは知らん

けど、アンドリハさんとかがされてたと、中心にな

るんかなと思ってましたけど、６事業者予定してい

たけど、なかなか、１事業者だけの参画になってる

と、それではなかなか、さっき言われましたけど、
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田原さんが、神鍋のほうから病院にずっと通われて

て、２００円バスで通われてた方が今は高い料金を

払わざるを得ない状況があります。病院とか買物と

か、そういう方が、もともとこの福祉モビリティー

いうのも、そこの介護事業所を利用している方だけ

だったと思うんですよね。それが、そこだけじゃな

くて、もっと広がれば展望があるんかなと思ったけ

ど、現状、何か難しそうですねということですね。

それで、実際、神鍋のほうの方からはそういう現状、

この１年、料金ががんと増えてしまったという声、

僕も聞きます。この福祉モビリティー、今後につい

てはどうお考えですか。これは実証期間が３月末ま

でですか。その先とか考えられてますか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） これにつきましては、

今のところは３月末までと考えてます。当時という

か、一番最初の狙いとしましては、まず、個人ごと

で展開をしていただいて、うまくいけば、福祉事業

者同士で登録されてる人同士が利用できれば使い

勝手の幅が広がってくるなという横展開も考えて

ましたですけども、今言ったようなことで、現在は

１事業者で、先ほど説明もさせてもらいましたけど、

それではちょっと数が少ないんで、そこにタクシー

事業者さんにも加わっていただきまして、１事業者

さんでは保有しています車の台数に限りがありま

すから、それにちょっとプラス、タクシーの事業者

さんには了解をいただきまして、これからその実験

に入っていこうというようなところでございます。

以上です。 

○委員長（竹中  理） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そのタクシーの事業者さん入

ってもらっても、基本的に福祉施設を利用されてる

方を対象なんですよね。そこは変わらないですか。 

○都市整備課長（久田  渉） そこはそのとおり、

変わらないです。登録をされている、デイサービス

に登録をされている人が利用できるっていう位置

づけで考えております。以上です。 

○委員長（竹中  理） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 事業者さん、車両が増えるの

もいいですし、でも、車両増えても、登録されてい

る施設が１つだったら、利用できる方は少ない、そ

この人だけですしね。どうなんかなと思いますが、

何とかいい方向模索していただきたいと思います。

以上です。 

○委員長（竹中  理） 質問、いいですね、質問じ

ゃないですね。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○委員長（竹中  理） ほかにありませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） １つだけ聞きたいんですけれ

ども、イナカーの説明会を、田鶴野地区に住んでる

んですが、昨年度お伺いしまして、秋から、秋でし

たかね、たしか基準があって、基準をクリアしない

と危ないから、たとえ１区間でも乗ったら１カウン

トされるから乗ってくださいって言われて、まだ全

く乗れてなくて、乗らなければと思うんですけれど

も、今、次に危ない路線、ここは基準をちょっと、

頑張って乗っていただかなければいけないとかい

う路線ございますか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 残っとります６路線

のうちで一番次は日高の八代線になると思います。

以上です。 

○委員（義本みどり） ありがとうございます。ほっ

とせずに、うちの地区も頑張って……。 

○委員長（竹中  理） 義本委員。 

○委員（義本みどり） すみません、地域の、その説

明会のときに来てたのが、区長さんとか、すごく少

ない人数で、特に車で移動しているので、関心があ

まりないので、何とか地区の中で関心を高めなけれ

ばと思って、まず、それには第一歩として、自分が

まず利用してかなと思うんですが、また、そこから、

利用してから、また、いろいろいい方法ないかご相

談に上がりますので、よろしくお願いいたします。

以上です。 

○委員長（竹中  理） 質問、いいですね。 

○委員（義本みどり） はい。 

○委員長（竹中  理） じゃあ、ほかに。 
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 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 申し訳ないです。先ほどの義

本委員の質問とちょっと関連するというか、イナカ

ーを運行するために必要な予算はどれぐらい必要

で、それをほかの、今、実証実験されてるような、

その方に要望があれば、そこにお迎えに行くという

ようなことをすれば、どれぐらいの予算規模になる

のかっていうふうな試算はされておられますでし

ょうか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 具体的なところは別

としまして、イナカーは運行します距離によって金

額が違うんですけど、例えば竹野南地区でしたら約

年間１，０００万円ぐらいです。イメージ的に８０

０万円ぐらいから一千二、三百万円ぐらいなんです、

距離によっても違います。今、例えば実証実験して

ます竹野南の関係の乗り合いのタクシーでいいま

すと、年間３００万円から４００万円の間ぐらいの

イメージ、約半分だということで思っていただけた

らと思います。以上です。 

○委員長（竹中  理） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） ありがとうございます。利用

者数を見ながら、お客さんというか、住民の方の希

望に寄り添ったものっていうふうにお考えで、今、

乗合タクシーのほうに移行をし出しているってい

うふうな認識で間違ってなかったでしょうか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） そのようなことで結

構だと思います。 

○委員長（竹中  理） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（竹中  理） ほかにありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 先ほど八代のことを言われま

したんで、ちょっとそれですけど、いつも毎年１月

頃に各イナカーの路線ごとに説明会されると思い

ます。さっき義本さん言われたように、地域の区長

さんとかが集まられて、都市整備課から説明されて

ます。今年に関しては、例えば去年は竹野の三原と

床瀬が１便１人を切って、ちょっと見直しが必要だ

というような話があったと思うんです。今年、例え

ば八代はそういうふうな話が出てくるとか、そうい

うことではないですか、特に。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 八代地区につきまし

ては、そのぎりぎりとは言いますけど、すぐ、今度、

１月のかかるということではございません。なので、

毎年、イナカーの便数とか時間のことにつきまして

は、１月に各イナカーの地域ごとに地元の会議を設

けます。それから、その結果を踏まえて、２月には

地域公共交通会議という会議に諮って、正式に決定

するということなんで、今時点で八代がそれに上が

って切るというようなことはございません。以上で

す。 

○委員長（竹中  理） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 八代は昨年、バス停を増やし

てもらったように思うんですよ、グラウンドゴルフ

場ができてね。イナカー大事にされてる地域だと思

います。よろしくお願いします。以上です。 

○委員長（竹中  理） ほかにありませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） 建設課のほうに質問なんです

けども、先ほど山陰近畿に関しては、地区での説明

会をされたというようなお話がありました。実は、

日高でもインターができた後に結構そこの地域に

暮らしとられる方からのクレームというのがたく

さん出てきてるんですけども、なかなかそれが拾え

てない現状があったと思います。そういう意味では、

今現在できてないんで、全く問題が分からないので、

説明そのものは聞くんですけども、その後、フォロ

ーというのもひとつしっかりしてほしいなとも思

いますし、何ていうんですかね、もともと恐らく閑

静な地域の方が多いと思うので、道ができて便利に

なるのは、利用される方は便利になるんですけども、

そこの地域に暮らしとられる方は物すごく生活が

激変するという状況になります。その辺で、何らか

の形で定期的にそういう説明会であったり、情報提
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供するような仕組みというのがあったほうがいい

のかなと思うんですけど、その点についていかがお

考えでしょうか。 

○委員長（竹中  理） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 先ほど清水委員言われた

のは、日高の件だと思いますけど、確かに環境が大

きく変わりますんで、言っとられるように、何かあ

れば当然、身近に市がありますので、こちらのほう

でいろんな情報を拾い上げて、事業主体のほうには

お伝えさせていただき、的確な対応というのはして

いきたいなというふうに考えております。以上です。 

○委員長（竹中  理） 清水委員。 

○委員（清水  寛） なかなか、国であったり県の

事業になりますので、市のほうに言っても仕方がな

いんじゃないのかというようなお考えをされる方

も中にはおられますけども、意見が聞いてもらえる

場という設定さえあれば、もう少し地域の中の方々

の、何ていうんですかね、気持ちのたくさんたまっ

ているものを出すところというのにもなると思い

ますので、その点はちょっと配慮していただきたい

と思います。以上です。 

○委員長（竹中  理） ほかにありませんか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） すみません、時間があります

ので、すみません。１０ページの空港の利用促進と

利便性の向上の中で、ちょっと確認です。概要のと

ころに運賃助成と利用助成というのが２つありま

す。１の（１）に航空運賃助成事業４，４０６件と、

（５）にその他の利用助成１５件、４，６４３件と

いうのがありますけど、ちょっとすみません、この

違いというのは、運賃表見たら分かるんか分かりま

せんけど。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 今、委員言われまし

た航空運賃助成事業というのは、一般助成の分です。

それから、その他の利用助成といいますのは、この

航空運賃助成に該当されるのは豊岡に住んどられ

るか、外に住まわれとって帰省するか、仕事で、ビ

ジネスで来るかというのが３つの柱になってるん

ですけども、その他のところにつきましては、移住

希望者、まだ、豊岡には住んでないんですけども、

下見に来るような、そういった方に対象にしたんが

１５件ということで、上げさせてもらってるところ

です。以上です。 

○委員長（竹中  理） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） はい、分かりました。 

 もう一つ、すみません、鉄道の関係で、１３ペー

ジ、京都丹後鉄道の維持のために運行管理部門と資

産管理部門、これ分けてされてます。ほかのところ

でも最近よくこういう手法取られてるんですけど

も、北近畿タンゴ鉄道に対して、豊岡市が助成を出

してると思うんですけども、この分離方式によって、

助成額というのは変わるものなのか、増えるのか減

るのか、何かそんな動きというのはありますでしょ

うか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 基本的には上下分離

ってなってますけども、これにつきましては、もう

上も下も合わせまして、国のほうから、まず、今で

いうと３分の１程度、国の補助金が出てまして、そ

れを差っ引いた残りの２分の１を京都府が持って

ます。残りを京都府除いた沿線自治体、兵庫県側は

兵庫県と豊岡市ですけども、京都府側は宮津市さん、

福知山市さん京丹後市さんなどで、その残ってる分

を、分配してカバーしてます。豊岡市が負担する金

額は、沿線自治体全体の約２．７％となります。以

上です。 

○委員長（竹中  理） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ということは、分離方式の以

前と負担は変わらない、２％でいってる。額は当然

変わるかも分かりませんけども、負担は変わってこ

ないということですね。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 負担率は変わらない

と思います。以上です。 

○委員（岡本 昭治） はい、分かりました。ありが

とうございました。 

○委員長（竹中  理） ほかにありませんか。 
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 ないようですので、本日は事務概要説明というこ

とですので、この程度にとどめたいと思います。 

 あと、振興局のほうから、今日、せっかく来てい

ただいてますので、何かありましたら。よろしいで

すか。 

 あとほかに何かありませんか。大丈夫ですか。 

 ないようですので、当局の職員の方は退席をして

いただいて結構です。ご苦労さまでした。ありがと

うございました。 

 じゃあ、暫時休憩します。再開は４０分。 

午前１０時３１分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３８分再開 

○委員長（竹中  理） それでは、会議を再開いた

します。 

 それでは、先ほどまで活発なご意見ありがとうご

ざいました。本日、事務概要説明でしたので、あん

まり細かいことを聞くと、当局もあれですんで、時

間もありますけど、この特別委員会って大体１１時

ぐらいに終わる感じなので、次からまた、細かいと

ころは各自、一般質問でじっくりやっていただいた

らいいと思いますんで、よろしくお願いします。 

 それでは、次に、（２）の委員会の運営方針につ

いてです。 

 委員会としては、調査内容を絞り、より効果的に

成果を上げるために、重点調査事項を決めて、それ

に沿って進めていきたいと考えています。前回まで

の委員会で決定しました委員会重点調査事項をＳ

ｉｄｅＢｏｏｋｓの本日のフォルダーの中、４ペー

ジにあります。改めて、今期委員会で重点調査事項

について協議をお願いしたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午前１０時３９分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４０分再開 

○委員長（竹中  理） それじゃあ、会議を再開い

たします。 

 先ほどの件ですけれども、前回のとおりで引き続

きやっていくということで、また新たに、新年度に

なって新たに追加したいことが、するようなことが

あれば、追加をしていきたいというふうに思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

 特に、以上のように決まりましたので、こういう

ふうに変更なしということでしたいと思いますけ

ども、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） ご異議なしと認めますので、

そのように決定をいたしました。 

 次に、（３）のその他、委員会の席次についてで

すけれども、本日の会派構成に配慮した形で着席を

していただいておりますけれども、何かご意見があ

ればお願いしますけども。よろしいですか。このま

まで皆さん、いいですか、よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） ご意見等ありませんので、

このように決定をしていきたいというふうに思い

ます。 

 そのほか、この際何かご発言がありませんでしょ

うか。よろしいですか。 

 ないようですので、以上をもちまして委員会を閉

会いたしたいと思います。お疲れさまでした。あり

がとうございました。 

午前１０時４１分閉会 

──────────────────── 


